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〔本書の魅力〕
①江戸時代の贈呈品の実態を知る好史料
　江戸時代、天下泰平の世にあって、大名家は自藩の存在を喧伝するため、四季折々に領内
で獲れた物産などを徳川将軍家に献上した。明和 2 年（1765）の『武鑑』によると、258 家
の大名家から「時献上」として献上された品目は、実に 1922 品に及ぶ。本書「礼物軌式」は、
文化 13 年（1816）5 月の成立で、尾張藩士の編纂にかかる。尾張徳川家の音信贈答に関係し
た役人たちが、手控・備忘のために編纂したものであり、春 11 品、夏 9 品、秋 16 品、冬 8 品、
その他 18 品の計 62 品が彩色絵入で収録されている。

②尾張国内・美濃国内の産物を知る好史料
　尾張徳川家はどのような品々を徳川将軍家に献上していたのか。東海地方ならではの産物
が、複雑かつ厳格な手続きを経て江戸まで運ばれていた。図を見ると包み紐の結び方や長さ
までもが細かく決められていたことがわかる。将軍への献上物に地域の人びとがいかに関わっ
たのか、その一端が明らかとなる。

『礼物軌式』（徳川林政史研究所所蔵）とは
　尾張徳川家より、徳川将軍家への献上物（時献上）の仕立方について、文化13年（1816）
時点の情報を図解入りでまとめた書。春・夏・秋・冬の各1冊、附録の1冊で全 5冊の
構成である。春・夏・秋・冬は徳川将軍家への献上物を解説し、附録は尾張家の奥から
将軍家への献上物について解説する。
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